
雲仙火山での取組紹介 

 

ジオパーク国際ユネスコ会議事務局 

事務局長 杉本伸一 

 

要旨：あの忘れ得ぬ雲仙普賢岳噴火災害の火砕流惨事から今年で 21 年目を迎える。198

年ぶりの噴火に多くの人が最初は山火事と思ったように、一般の人々に火山噴火に対する

警戒心はなかった。そして行政も、島原大変へとつながった 198 年前の噴火と同じシナリ

オを想定して、眉山崩壊に対する避難計画の策定を始めるという状況であった。しかし、

実際の噴火は、記録に残る前回噴火と違う形で活発化し、人的にも物的にも多くの被害が

出たのである。 

今回の災害の貴重な体験や教訓を、火山のふもとで暮らすための防災・減災につなげる

ために、火山防災教育の取り組みが進められている。雲仙火山周辺における防災教育とし

ては、「いのりの日」を中心とした取り組みがある。 

長崎県島原市は、1998 年から、雲仙普賢岳で大火砕流が発生した 6 月 3 日を「いのりの

日」と定め、普賢岳噴火災害の経験と教訓を風化させないための取り組みを行っている。 

さらに、地域外から訪れる皆さんも含めた防災教育として、ジオパークの活用がある。

ジオパークとは、地球の歴史を学ぶことができる一種の自然公園で、島原半島ジオパーク

のメインテーマは、火山との共生である。ジオパークの活動は、平成 20 年 3 月に内閣府か

ら出された「噴火時等の避難に係る火山防災対策の指針」の観光を活かした火山防災の普

及啓発とその理念は合致すると考えている。 

次に、専門家と防災関係者や報道関係者と顔の見える関係の構築として、年２回開催さ

れている防災登山の取り組みがある。九州大学の観測に同行する形で、研究者や島原半島

３市、県などの防災担当者、消防、警察、自衛隊、報道関係者などが参加し、火山ガスの

状況や溶岩ドームの不安定な状況など、現況について関係者が共有すると共に、専門家と

防災関係者や報道関係者と会の見える関係の構築に繋げている。 

最後に、雲仙岳防災会議協議会についてである。平成新山を間近に望む新登山道が整備

されるのに伴い、雲仙岳噴火警戒レベルに係る防災対応について見直しが行われた。市町

村の防災担当者は短期間で異動するケースが多く、噴火警戒レベル導入時の取り組みなど

が十分引継ぎされていない場合もあるので、防災エキスパートとして会議に参加し、助言

等を行った。防災担当を退いた火山防災エキスパートが地元の防災担当者と顔の見える関

係を保つのは難しい。しかし、このような会議に参加することにより、地元の防災関係者

と情報共有ができ、このことは火山防災エキスパートとして活動する上で非常に重要なこ

とである。 
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いのりの日

• 長崎県島原市が1998年から実施

• 噴火災害からの貴重な体験を通し
て学んだ「生命(いのち)・きずな・感
謝の心」がキーワード

• 各小中学校で取り組まれている
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地域における防災教育
• 噴火災害から21年が経過し、噴火災害を知ら

ない子供たちに、雲仙普賢岳の噴火災害の体
験と教訓を各学校などで語り継いでいます。
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ジオパークとは？

Geo 「ジオ」 （ギリシャ語で地球、大地の意味）

Park「パーク」 (英語で公園の意味）

大地の公園、地球の公園

• 地球の歴史を学ぶことができる一種の
自然公園で、その対象は地形、地層だ
けでなく、その恵みを受けて生活する人
々の暮らしや歴史も含まれる。
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豊かな自然と大地の恵み
• 島原半島は、約４３０万年前におきた海底火

山の噴火を皮切りに、主に噴火活動によって
大きく成長した半島である。

• 20万年ほど前からは、火山活動に加えて断

層活動も活発化し、これらの活動が作用しあ
った結果、現在の島原半島の美しい景観が
作られている。
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• 島原半島ｼﾞｵﾊﾟｰｸのテーマは火山との共生

• ジオパークの見所を巡るジオツアーは、多く
の被災地や砂防施設などを訪れる。

• 市内すべての小中学校でジオツアーが開催
されており、防災教育の絶好の機会となって
いる。
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火山防災とジオパーク火山防災とジオパーク
災害は思わぬときにやってくるものです。火山のそばに住んでいる人も観
光で訪れる人も、その火山のことをよく知って、災害から身を守る火山のことをよく知って、災害から身を守ることが必
要です。

 観光事業者との連携による火山防

災に関する情報提供や普及啓発

・道の駅、サービスエリア、博物館、資料

館、ビジターセンター等

・観光ガイドブックやパンフレット

 火山を活かした観光コースや観光

プログラムにおいて、地域住民や観

光客等に対して、楽しみながら火山

防災についての知識の普及啓発を

図る取組が有効

①観光客への普及啓発

火山との共生（観光を活かした火山防災の普及啓発）火山との共生（観光を活かした火山防災の普及啓発）

「噴火時等の避難に係る火山防災対策の指針」内閣府 （平成20年3月）

ジオパークの理念と一致するジオパークの理念と一致する

 観光事業者は、平常時から、火山防

災マップ等を通じて、噴火履歴や噴火

した場合の影響範囲、避難行動の取

り方等を十分に理解しておく。

 噴火時等には、これらを観光客に正し

く伝え、適切に避難誘導を行う。

 このためにも、都道府県及び市町村

は、観光協会等と連携し、日頃から観

光事業者に対する啓発事業を展開す

ることが望ましい。

②観光事業者の役割

 都道府県・市町村は、

観光ガイド等を対象

に、火山専門家等の

協力を得て、火山学

や火山防災、環境問

題等の分野も取り入

れた講習会等を企

画・実施し、各分野に

精通した観光ガイド

等の人材育成を図る。

③観光ガイド等の人材の育成
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大地の遺産や火山の歴史、災害の脅威・教訓
などを伝える

ジオパークガイドジオパークガイド

地域防災リーダー地域防災リーダー
ジオパークのガイド役のほか、噴火時には地域

住民のまとめ役も担う。

地域防災リーダーの育成
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防災登山の取り組み
• 毎年5月と11月の年2回、平成新山に防災登山を実施

• 九州大学の観測に同行し、研究者や防災担当者、消防、
警察、自衛隊、報道関係者などが参加

• 火山の現況について関係者が共有すると共に、専門家と
防災関係者や報道関係者と会の見える関係の構築に繋
げている。
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雲仙岳防災会議協議会

• 平成新山を間近に望
む新登山道の整備

• 雲仙岳噴火警戒レベ
ルに係る防災対応に
ついて見直し

• 火山防災エキスパー
トとして会議に参加し
助言等

• 今回、防災対応の見
直し及び警戒区域調
整会議
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登山道の整備
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噴火警戒レベルに係る防災対応
について見直し
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警戒区域の見直し
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